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有 明 海 水 産 資 源 回 復 技 術 確 立 事 業 ＊  

ガザミ放 流 ４ 県 共 同 高 度 化 試 験 （ 操 業 状 況 調 査 ）  
 

山口 大輝  
 

ガザミは，有明海沿岸4県で広域に利用されている

重要な漁獲対象種である。漁獲量の増加や資源回復を

目的とした放流が行われているが，正確な放流効果の

算出には漁獲動向の把握が不可欠である。本試験では，

ガザミを対象とした漁業の操業状況調査を行ったの

で，その概要を報告する。 

 
方 法 

2023年5月～12月にかけて，佐賀県有明海漁業協同

組合（以下,漁協）大浦支所に所属する，ガザミを対象

とした固定式刺し網漁業者13名に，操業日誌（出漁の

有無，漁獲尾数等）の記入を依頼し，操業実態を取りま

とめた。また，年間操業日数の把握は，漁協の各支所へ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図１   各月のガザミのCPUE      

 

 

 

 

 

 

 

 

図３   各月の漁獲物の平均全甲幅長 
 

 

聞き取ることで行った。さらに，月に1回程度，漁獲物

を測定し，平均甲幅長，平均重量を求めた。なお，7～

8月及び12月は漁獲物を測定できなかったため欠測と

した。なお,推定漁獲量は,聞き取りで得られた操業日

数に漁獲物の平均重量,日当たりの漁獲平均尾数を乗

じた方法で算出した。 

 

結 果 

 1日1隻当りの漁獲尾数（CPUE；尾/日・隻，以下CPUE

とする）は，漁期の前半は低い傾向を示し，8～10月に

高い値を示し，80尾/日・隻以上で推移した（図１）。 

 県内操業数の推移（図２）は，5～8月まで45～174隻

/月だったものが，9月から急増し，11月まで454～ 

650隻/月となり，12月には314隻/月とやや減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２   各月の県内操業数 
 

 

 

 

 

 

 

 

図４   各月の漁獲物の平均全重量 
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各月の漁獲物の平均全甲幅長は，7～8月及び12月を

除き，5月で最大を示し176.1mmであった。最小は10月

で157.4mmであった（図3）。 

各月の漁獲物の平均全重量は，平均全甲幅長と同様

の傾向で5月で最大を示し320.5gであった。最小は10

月で189.6gであった（図4）。 

 以上の結果から2023年度のガザミの推定漁獲量は，

37.3トンと推定された。 
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